
佐賀県内住民の安全及び安心に係る
原子力防災高度化に関する協定書資料 8
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（会の名称）
第１条

（目　的）
第２条

（所掌事項）
第３条

（会の構成）
第４条

（会長及び副会長）
第５条

（会議の開催）
第６条

２
３

２

２
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（会の名称）
第１条

（目　的）
第２条

（所掌事項）
第３条

（会の構成）
第４条

（会長及び副会長）
第５条

（会議の開催）
第６条

２
３

２

２
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（幹事会）
第７条

２

（庶　務）
第８条

（その他）
第９条

　附　　則

　附　　則

　附　　則

　附　　則

　附　　則

　附　　則

　附　　則

　附　　則

　附　　則

　附　　則

　附　　則

玄海原子力発電所周辺環境の保全及び周辺地域住民の安全に係

る事項に関し、学識経験者の意見を聞くため、佐賀県環境放射能技術会

議（以下「技術会議」という。）を設置する。 

技術会議は、佐賀県が要請する次の事項について意見を述べる。 
周辺環境放射能調査の実施及び評価に関すること。

温排水調査の実施及び評価に関すること。

その他、第１条の目的達成のために必要な事項に関すること。 

技術会議は、学識経験者で構成する。 
委員は、十数名程度とする。 
委員は、県民環境部長が任命する。 

技術会議の会議は、県民環境部長が招集する。 
会議は、原則として年４回開催する。 
会議には、必要に応じ技術会議委員以外の者の出席を求めることがで

きる。 

技術会議には、分科会を設けることができる。 
分科会は、必要に応じ県民環境部長が招集する。 

技術会議の事務局は、県民環境部原子力安全対策課とする。 

この要綱に定めるもののほか、技術会議の運営に必要な事項は、

技術会議の意見を聞き、県民環境部長が定める。 
 

２

２
３

（目的）

（所掌事務）

（事務局）

（雑則）

（分科会）

（会議）

（構成）

第１条

第２条

第６条

第７条

第５条

第４条

第３条
２
３
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（幹事会）
第７条

２

（庶　務）
第８条

（その他）
第９条

　附　　則

　附　　則

　附　　則

　附　　則

　附　　則

　附　　則

　附　　則

　附　　則

　附　　則

　附　　則

　附　　則

玄海原子力発電所周辺環境の保全及び周辺地域住民の安全に係

る事項に関し、学識経験者の意見を聞くため、佐賀県環境放射能技術会

議（以下「技術会議」という。）を設置する。 

技術会議は、佐賀県が要請する次の事項について意見を述べる。 
周辺環境放射能調査の実施及び評価に関すること。

温排水調査の実施及び評価に関すること。

その他、第１条の目的達成のために必要な事項に関すること。 

技術会議は、学識経験者で構成する。 
委員は、十数名程度とする。 
委員は、県民環境部長が任命する。 

技術会議の会議は、県民環境部長が招集する。 
会議は、原則として年４回開催する。 
会議には、必要に応じ技術会議委員以外の者の出席を求めることがで

きる。 

技術会議には、分科会を設けることができる。 
分科会は、必要に応じ県民環境部長が招集する。 

技術会議の事務局は、県民環境部原子力安全対策課とする。 

この要綱に定めるもののほか、技術会議の運営に必要な事項は、

技術会議の意見を聞き、県民環境部長が定める。 
 

２

２
３

（目的）

（所掌事務）

（事務局）

（雑則）

（分科会）

（会議）

（構成）

第１条

第２条

第６条

第７条

第５条

第４条

第３条
２
３
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 （目 的）

第１条　県は、玄海原子力発電所の再稼働に関して、様々な観点からの意見や専門的

なアドバイスをいただくため、玄海原子力発電所の再稼働に関して広く意見を聴く

委員会（以下「委員会」という。）を設置する。

（委 員）

第２条　委員会の委員は、知事が委嘱又は任命する。

（会 長）

第３条　委員会に会長を置く。

２　会長は、副知事をもって充てる。

３　会長は、委員から次の各号に掲げる事項について聴取し、又は報告を受ける。

（１）玄海原子力発電所の再稼働に関する様々な観点からの意見

（２）玄海原子力発電所の再稼働に関する専門的なアドバイス

（３）その他必要な事項

（専門部会）

第４条　専門的なアドバイスを受けるため、委員会に、原子力安全専門部会（以下、

「専門部会」という。）を置く。

２　専門部会の委員は、知事が委嘱する。

（部会長）

第５条　専門部会に部会長を置く。

２　部会長は、会長が指名する。

３　部会長は、専門部会における意見を会長に報告する。

（会 議）

第６条　委員会の会議は、会長が招集し、会長が議長となる。

２　専門部会の会議は、部会長が招集し、部会長が議長となる。

（事務の処理）

第７条　委員会の事務は、産業労働部において処理する。

２　専門部会の事務は、県民環境部において処理する。

（その他）

第８条　委員は、会議の開催にかかわらず、書面等により会長に意見等を述べること

ができる。

第９条　この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は会長が、

また、専門部会の運営に関し必要な事項は部会長が、別途定めることができる。

附 則

この要綱は、平成２８年１２月２０日から施行する。

玄海原子力発電所の再稼働に関して
広く意見を聴く委員会設置要綱資料11 第９条　この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は会長が、ま

た、専門部会の運営に関し必要な事項は部会長が、別途定めることができる。

　　附　則

この要綱は、平成２８年１２月２０日から施行する。

この要綱は、令和７年９月９日から施行する。
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 （目 的）

第１条　県は、玄海原子力発電所の再稼働に関して、様々な観点からの意見や専門的

なアドバイスをいただくため、玄海原子力発電所の再稼働に関して広く意見を聴く

委員会（以下「委員会」という。）を設置する。

（委 員）

第２条　委員会の委員は、知事が委嘱又は任命する。

（会 長）

第３条　委員会に会長を置く。

２　会長は、副知事をもって充てる。

３　会長は、委員から次の各号に掲げる事項について聴取し、又は報告を受ける。

（１）玄海原子力発電所の再稼働に関する様々な観点からの意見

（２）玄海原子力発電所の再稼働に関する専門的なアドバイス

（３）その他必要な事項

（専門部会）

第４条　専門的なアドバイスを受けるため、委員会に、原子力安全専門部会（以下、

「専門部会」という。）を置く。

２　専門部会の委員は、知事が委嘱する。

（部会長）

第５条　専門部会に部会長を置く。

２　部会長は、会長が指名する。

３　部会長は、専門部会における意見を会長に報告する。

（会 議）

第６条　委員会の会議は、会長が招集し、会長が議長となる。

２　専門部会の会議は、部会長が招集し、部会長が議長となる。

（事務の処理）

第７条　委員会の事務は、産業労働部において処理する。

２　専門部会の事務は、県民環境部において処理する。

（その他）

第８条　委員は、会議の開催にかかわらず、書面等により会長に意見等を述べること

ができる。

第９条　この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は会長が、

また、専門部会の運営に関し必要な事項は部会長が、別途定めることができる。

附 則

この要綱は、平成２８年１２月２０日から施行する。

第９条　この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は会長が、ま

た、専門部会の運営に関し必要な事項は部会長が、別途定めることができる。

　　附　則

この要綱は、平成２８年１２月２０日から施行する。

この要綱は、令和７年９月９日から施行する。
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資料12 我が国の原子力発電所の運転・建設状況
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